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発表者紹介

■氏名

三五 大輔 （サンゴ ダイスケ）

■所属

AI＠Work WG2(AI4PM)活動 リーダー

■略歴

AI@Workの発足時(2020年1月)からAI@Workに参加。当初はWG2とWG3に参
加し、2020年11月にG検定に合格。その後、WG2のみに参加し、2024年より
WG2のリーダーに就任。
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Agenda

1. AI4PMの活動背景と方針

2. プロジェクトマネジメント領域におけるAIレベル定義

3. プロジェクトコモンデータモデルの検討

4. 2024年の活動の振り返り

5. AI4PMが考える将来
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AI4PMの活動の背景
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①

②

③

④

現在は多くのAIを使ったツールがある

Googleドキュメント

ChatGPT

Microsoft copilot

Gemini

Taskade

Slack

Asana

CLOVA Note

ケンタ
新人プロジェクトマネジャー

プロジェクトマネジメントへのAI適
用の検討をしている

AIを使ったツール
は多くあるけど
どれが使えるの
かなぁ

AIを使ったツールはあるけど、ど
れも帯に短したすきに長しだなぁ。

そうか！プロジェクトマネジメン
トにAIを適用するには、もっと基
本的な検討が必要なんだね！

ピーちゃん
ケンタが飼っている鳥
やたらビジネスに詳しい

漫画 ©フーモア

AIに投資してもリターンは少ない
し、導入しても効果がわからない
から、お金は出しにくいなぁ。セ
キュリティの心配もあるし、、、。
プロジェクトマネジメントにAI適
用するにはまだまだ壁があるよね。



2024年のAI4PMの活動方針

プロジェクトマネジメントを最適化するために、
AI技術の適用方法を研究する
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①プロジェクトマネジメント領域におけるAIレベル定義の深化とプロジェクトマネジ
メント分野におけるAIの活用例の収集(SubA中心)

②AI領域におけるプロジェクトコモンデータモデルについての検討(SubD中心)

③人材領域におけるAI適用の検討と試行(SubC中心)

④AI4PMとしてのステークホルダーへの情報提供が可能な内容の再整理(WG2全体)

WG2の全体目的

2024年活動の具体的な内容

AI4PM

AI for
Project Management
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プロジェクトマネジメント領域における

AIレベル定義(以降AIレベル定義)について
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プロジェクトマネジメント領域におけるAIレベル定義とは
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プロジェクト・
マネジャー

AIシステム

スポンサー

AI開発者

AIレベル定義とは、「プロジェクトマネジメントのツールと技法」に対する「自動
化レベルの指標」
⇒プロジェクトマネジメント活動が自動化されたレベルを明確に分類できる指標
ステークホルダー間の共通認識醸成のために作成



レベル0 情報管理のみで、特に制御をしない

レベル1 単純な制御アルゴリズムで作動する

レベル2 パラメータの組合わせを状況に合わせて選択する

レベル3
プロジェクト・マネジャーが学習法を指定することで
対応パターンを増やしていく

レベル4
より多くのパターンに対応するため取得したデータか
ら自ら仮説を検証し、学習を繰り返して対応パターン
を増やしていく

プロジェクトマネジメント領域におけるAIレベル定義の構成
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プロジェクトマネジメント
の方法論

自動化レベルの指標

プロジェクトマネジメント方法論と自動化レベル仕様(自動運転を参考)のかけ合わせ



レベル 概念 具体例

レベル０
個々の作業に対するスケジュール情報を管理するのみ
個々のスケジュール情報を更新したら、更新した情報を
参照できるが、スケジュール全体の影響範囲は判らない

・作業リストを作成・更新
・個々の作業の期限
・工程計画を更新すると、影響する工程の日程情報を手動で更新する
必要がある

レベル１
スケジュールを更新すると、影響を受ける工程を特定し、自
動で調整を行う

・工程の担当の山積みがオーバした場合、自動的に工程を伸ばす
・工程の日程を変更した場合、期限内で、影響する工程の実行可能な
日程を設定するなどの日程候補を自動選定する

レベル２
スケジュールの閾値などを超えると、ルールに基づき、通知
したり、必要に応じたアクションを自動で選択し処理する

・SPIが閾値を超えると、担当者の山積み/作業切迫度の相関性を勘案
し、工程延長か、残業対応か自動で選択し処理する

レベル３
過去のスケジュール遅延結果を学習した結果に基づき、スケ
ジュールの閾値などを超える可能性を予測し、必要に応じた
アクションを判断して処理する

・過去のスケジュール更新後のEVM、トラブル発生量等複数のパラメ
ータ相関を元に判断し、今回の対応が工程延長が最適か、残業対応が
最適か決定し処理する

レベル４

過去のスケジュール更新情報の他に、プロジェクト関係情報
を与えておくと、自動的に特徴量を特定し、スケジュールの
閾値などを超える可能性を予測し、必要に応じたアクション
を判断して処理する

・リスク消込失敗情報と工程担当者特性の相関性を見抜き、スケジュ
ール遅延を予測し工程延長が最適か、残業対応が最適か判断し複数検
討し、スケジュール最適解を提案する

プロジェクトマネジメント領域におけるAIレベル定義の構成
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自動化レベルに合わせた
ツールと技法の

アウトプットイメージ

概念から考えられる
事例

１０の知識エリアごとに作成

レベルごとに概念と具体例を説明。10の知識エリアごとに作成



AIレベル定義の必要性(AIレベル定義がない場合)
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多様化するプロジェクトでは、会話する人間の出身業界やマネジメント技術や知識の
差により、実現方法や会話内容の理解が異なる

プロジェクトマネジメント活動をAI化する
にあたり、「どの様に・どこまで自動化する
か」といった実現論になると、その認識・認
知Gapは激しい。

会話していくための、共通認識とな
る基準と基軸が必要

スケジュール変更
が必要になると、
自動で日程候補を
出してくれるシス
テムが欲しい

リスクってどんなデ
ータで保存している
んだろう？クレンジ
ングや言語処理が必
要かな？？

プロジェクト・
マネジャー

AIシステム
エンジニア

リスクに対して、
アラートを出し、
対処方法を提案し
ててくれるシステ
ムが欲しい

それはAIでなく
ても解決できる
よなぁ



AIレベル定義の必要性(AIレベル定義があると、、、)
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共通認識となる基準と基軸であるAIレベル定義があると・・・会話がかみ合う！

スケジュールの自動化レベル２の仕組みで、
SPIが閾値を超えると自動で日程変更を出
してくれるシステムが欲しい

不適合登録システムなら、トラブル種別
が選択式なので、基本的にレベル３で対
処できると思います。
一方、週報内容の言語処理がどこまで可
能か、実データで検証をしてみて、開発
規模を決めましょう

プロジェクト・
マネジャー

AIシステム
エンジニア

週報の記載から、過去不適合に該当す
る記載があれば「リスクアラート」を
出し、対処方法を提案しててくれるシ
ステムが欲しい。
リスクの自動化レベル３か４になると
思うが、この点は実現性検証をして決
めてほしい。

今使っているスケジュールツールに、
SPI監視バッチと、バッチ結果をトリ
ガにしたリスケロジックを動かしまし
ょう！



AIレベル定義の普及活動(その1)

AIレベル定義の普及に向けて、PMI日本支部
のHPにて公開中。

https://www.pmi-
japan.org/aiatworkcommunity/page-89/

・AIレベル定義V1.0

・AIレベル定義補足資料

・AIレベル定義のFAQ(次ページで詳述)

を公開
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AIレベル定義の普及活動(その2)

AIレベル定義の公表後のフォーラム等で
の質問をベースに、よくある質問と回答
をFAQとしてまとめ、 PMI日本支部の
HPにて公開中。

https://www.pmi-
japan.org/aiatworkcommunity/page-
89/page-208/
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AIレベル定義の普及活動(その3)

現在の生成AI(ChatGPT,Copilot,Gemini,PMI
Infinity)について、生成AIのレベル定義、お
よび互いのAIレベルの定義を試行し、 PMI日
本支部のHPにて公開中。

https://www.pmi-
japan.org/aiatworkcommunity/page-246/

• PMI Infinityを除きAIレベル定義を正しく認識し、
各AIについて相互でAIレベルを定義可能

• PMI Infinityでは、日本支部の活動そのものが認識さ
れておらず、AIレベル定義を正しく認識不可

• Copilotは全般に高めの評価、ChatGPTは自身より
Gemini、PMI Infinityの評価が高い

• Geminiが一番妥当的な評価をしていると考えられる
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AIレベル定義の普及活動(その4)

2024年日本フォーラムにて、PMIのCEOに
事例紹介したときに、英語版の公開の必要性
を痛感し、英語版のHPを作成。今後、公開
するコンテンツも英語版も作成していく予定

https://www.pmi-
japan.org/aiatworkcommunity/ai-level-
definitions-for-project-management/
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AIレベル定義の今後の方向性

AIレベル定義の今後の方向性のために、 ChatGPT-o(2024/11/3版) を用いてPMI
グローバルが公表している「Artificial Intelligence and Project Management –
A Global Chapter-Led Survey 2024」とPMI日本支部のAIレベル定義を関連づ
け試行.。（AIを用いたプロジェクト運用の試行も含む）

■プロンプト■

PMI日本支部のAIレベル定義とArtificial Intelligence and Project Management 
– A Global Chapter-Led Survey 2024を関連づけて説明し、今後の活動を検討
してください。

■AIレベル定義の普及に向けて今後必要な活動の回答■

➢ AIレベル定義とA Global Chapter- Led Survey 2024との比較による日本に
おけるAI導入水準の世界との比較

➢ A Global Chapter- Led Survey 2024等の最新のトレンドのAIレベル定義へ
の反映
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【参考】PMI Infinityについて

人材領域におけるAI適用の検討の一
例として、生成AIの比較を行い、
PMI日本支部のHPにて公開中。

https://www.pmi-
japan.org/aiatworkcommunity/page-
217/

• PMI Infinityは、PMBOKの重要なプロセスか
らの回答と思われ、PMIらしい解答

• Copilot、Chat GPTはビジネススキルの必要性
に触れているが、PMI Infinityは触れていない。

• 実際には、PMBOKの領域だけでなく、ビジ
ネス、問題解決力等が必要であり、提示し
たシステムスコープを反映した３つの回答
ではChat GPTが適している

→現状ではPMI Infinityには課題が多い
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プロジェクトコモンデータモデルの検討

プロジェクトエンジニアリング(PJ-Eng)とAI
－プロジェクトマネジメントへのAI活用のためのシステム化－
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PJ-Engの必要性その1(生成AIの特性の理解)
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AIの処理は、構造の明示により結果が変化(Prompt Engineeringなど)

2024年にProject Management Institute, Inc. (PMI)は新戦略
「PMI:Next」を発表し、プロジェクトの成功を通じて社会への
貢献を目指すことを強調しました。PMI日本支部は、会員数
6,000人を超える大きな組織であり、独自の活動やイベントを通
じて会員の成長を促進しています。PMI日本支部は、会員ボラン
ティアによって支えられ、プロジェクトプロフェッショナルが能
力を磨き、社会に貢献するための場を提供しています。端山毅会
長は、PMI日本支部の活動を通じて個人と組織の成長を促し、プ
ロジェクトの成功を目指すことを願っています。

例）PMI日本支部長のご挨拶（https://www.pmi-japan.org/about-pmi-japan/page-545/）を使った違いの実験例
要約目的；支部長は、何を目指し、何に取り組んでいるのか？を知りたい

組織の目的:
PMI日本支部の目的は、プロジェクトの成功を通じて社会に貢献する
ことです。会員の成長を促進し、プロジェクトプロフェッショナルが
高め合う場を提供します。
重点的な取り組み:
PMI日本支部は、日本の状況に合わせて独自の発展を遂げています。
具体的な取り組みには以下が含まれます:

研究会: 会員が自発的に研鑽と交流を重ねる場を提供。
法人スポンサー制度: 企業と連携し、プロジェクトマネジメントの
普及を図る。
戦略委員会: 支部施策を企画展開し、PMIからの支援を活用。
イベント: フェスタや月例セミナーなど、会員ボンラティア中心

誰がどのようなアクションをしているか:
会員ボランティア:
PMI日本支部の活動を通じて成長し、プロジェクトの成功を目指す。
理事・監事・事務局:
PMI日本支部の運営を支え、価値を高めるために精励している。

要約を指示しただけの場合 目的に沿って構造化して要約する指示をした場合

⇒要約はされているが、結局わかりづらい ⇒目的に沿って情報が集約・整理され、把握しやすい

https://www.pmi-japan.org/about-pmi-japan/page-545/


PJ-Engの必要性その2(AI適用の課題)
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Issue & Concern

AIは、情報構造と活用方法が明確でないと、
期待はずれな結果となり、的確に「運用」
「学習」が困難。
プロジェクト情報の特性から学習データの収
集が困難

目的に沿った処理のため、どのような意図があって、どのように処理してほしいかの明確化が必要
→プロジェクトマネジメント活動へのAI適用においても同様。

Needs

プロジェクトマネジメントの原理を踏まえた専
用AIが必要。
多くの学習データが必要

プロジェクトマネ
ジメント活動情報

プロジェクトマネジメントの原理（活動構造）が明確に出来る方法論が必要
プロジェクト情報の特性を考慮した学習データの収集が必要



PJ-Engの必要性その3(AI適用の課題とPJ-Eng)
プロジェクトマネジメントへAI適用時のポイント

✓ AIはFunctionの自動化のみ。漫然と使っても期待どおりの支援はしない
→期待する「結果の構造」を前提としたAI活用が必要

✓ プロジェクトマネジメントの情報処理の本質は、案件によって不変
→プロジェクトマネジメントのノウハウを踏まえて構造化されたデータは、AI

活用に有利
→データ構造化で必要最低限のデータとすることでプロジェクト情報の問題も

解消

✓ プロジェクトマネジメントの構造化手法として、「プロジェクトエンジニアリ
ング(以降PJ-Eng)」が提唱されている

例）
・コトバンク「プロジェクトエンジニアリング」

https://kotobank.jp/word/%E3%83%97%E3%83%AD%E3%82%B8%E3%82%A7%E3%82%AF%E3%83%88%E3%82
%A8%E3%83%B3%E3%82%B8%E3%83%8B%E3%82%A2%E3%83%AA%E3%83%B3%E3%82%B0-867095
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PJ-Engとは
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プロジェクトマネジメント活動は、目的達成のための具体的手段として実施
目的達成のためには・・・・

①前提・拘束条件； ゴールを明確化し、達成するのに必要な要素は何か
②戦略・戦術； どの様にその要素をそろえるか？障害を回避するかの計画（達成までのRisk回避策と行動計画）
③統制・運用； 計画通りに進んでいるか計測するルールと軌道修正
④リーダシップ等； メンバーが的確な行動をとる仕掛け

が、そろっている事が必要。

目的地

！
！！

！ ！

プロジェクト・マネジャーの感覚や経験で対応。
⇒では、どうやったら、①②③④の要素をそろえることが
出来るか？



PJ-Engはプロジェクトマネジメント活動を構造分解したフレームワーク
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➢ プロジェクトマネジメント活動をSystemとと
らえるPJ-Eng。プロジェクトマネジメント活
動へのAI適用は、 Systemの自動化が目的と
なるため、プロジェクトマネジメント活動へ
のAI活用の近道。

➢ Systemがゆえに、実行組織のマネジメント成
熟度によって、そのままでは実現レベルが異
なってくる点に注意が必要。

統制・運用
（リソースが動く・動
かす）

リード
（リソース活用の
認知を作る）

視える化
（目標と状況のGap
に対処する）

ターゲッティ
ング・方針

✓ プロジェクトマネジメント活動をSystemと
とらえ、その活動を設計・実行するもの

✓ 各活動のツール化だけではなく、それらのデ
ータをつなぎ合わせて活用するのがPJ-Engの
特徴



PJ-Engはプロジェクトマネジメント活動を構造分解したフレームワーク
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➢ プロジェクトマネジメント活動をSystemとと
らえるPJ-Eng。プロジェクトマネジメント活
動へのAI適用は、 Systemの自動化が目的と
なるため、プロジェクトマネジメント活動へ
のAI活用の近道。

➢ Systemがゆえに、実行組織のマネジメント成
熟度によって、そのままでは実現レベルが異
なってくる点に注意が必要。

統制・運用
（リソースが動く・動
かす）

リード
（リソース活用の
認知を作る）

視える化
（目標と状況のGap
に対処する）

ターゲッティ
ング・方針

マネジメント

活動
を制
御す
る

活動
結果
を得
る

コントロ
ール

✓ プロジェクトマネジメント活動をSystemと
とらえ、その活動を設計・実行するもの

✓ 各活動のツール化だけではなく、それらのデ
ータをつなぎ合わせて活用するのがPJ-Engの
特徴



Activity

PJ-Engフローの模式化
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Requirement
List

Project
Config

（Matrix）
OKR
検討

Response 
Plan

（Risk、
Concern）

Procedure

方
案

方
案

WBS/
Backlog

work
＆task

DSM/Disp
atching

示達

ISSUE・
Gap

Monitoring
（EVM、RM）

これらのSTEPを連携して実施するプロセス＆システムのセット（フレームワーク）が、PJ-Eng

プロジェクト・マネジャーの感覚や経験論であった目的達成の情報構造・相関性・確率（プロジェクト
マネジメントオントロジー）をフレームワークで既知化・集計可能にすれば、AI化が可能



Activity

PJ-Engフローの模式化
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Requirement
List

Project
Config

（Matrix）
OKR
検討

Response 
Plan

（Risk、
Concern）

Procedure

方
案

方
案

WBS/
Backlog

work
＆task

DSM/Disp
atching

示達

ISSUE・
Gap

Monitoring
（EVM、RM）

これらのSTEPを連携して実施するプロセス＆システムのセット（フレームワーク）が、PJ-Eng

マネジメント

活動を制
御する

活動結果
を得る

コントロール

プロジェクト・マネジャーの感覚や経験論であった目的達成の情報構造・相関性・確率（プロジェクト
マネジメントオントロジー）をフレームワークで既知化・集計可能にすれば、AI化が可能



マネジメント行動計画

活動のコントロール（Agile？WF？）

Activity

PJ-Engフローの模式化
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Requirement
List

Project
Config

（Matrix）
OKR
検討

Response 
Plan

（Risk、
Concern）

Procedure

方
案

方
案

WBS/
Backlog

work
＆task

DSM/Disp
atching

示達

ISSUE・
Gap

Monitoring
（EVM、RM）

PJ-Engは、アジャイルだろうと重要。
ここがないのは「“アジャイル”の悪用」の
可能性も。

プロジェクト・マネジャーの感覚や経験論であった目的達成の情報構造・相関性・確率（プロジェク
ト・マネジメント・オントロジ）をフレームワークで既知化・集計可能にすれば、AI化が可能



マネジメント行動計画

活動のコントロール（Agile？WF？）

Activity

PJ-Engから見たプロジェクトマネジメント特化AIの未来
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Requirement
List

Project
Config

（Matrix）
OKR
検討

Response 
Plan

（Risk、
Concern）

Procedure

方
案

方
案

WBS/
Backlog

work
＆task

DSM/Disp
atching

示達

ISSUE・
Gap

Monitoring
（EVM、RM）

PJ-EngによりAI使用の目的と使用法も変化。
PJ-Eng補助AI(現在あまりない)とIoT的AI(既往AIの流用が可能)。
PJ-EngによりPJ-Eng補助AIとIoT的AIを組み合わせ、2つのAIをつなげるデータモデルの検討によりプロジ
ェクトマネジメントに特化したAIが開発可能



マネジメント行動計画

活動のコントロール（Agile？WF？）

Activity

PJ-Engから見たプロジェクトマネジメント特化AIの未来

29
©2024 PMI Japan Chapter. All Rights Reserved.

Requirement
List

Project
Config

（Matrix）
OKR
検討

Response 
Plan

（Risk、
Concern）

Procedure

方
案

方
案

WBS/
Backlog

work
＆task

DSM/Disp
atching

示達

ISSUE・
Gap

Monitoring
（EVM、RM）

PJ-EngによりAI使用の目的と使用法も変化。
PJ-Eng補助AI(現在あまりない)とIoT的AI(既往AIの流用が可能)。
PJ-EngによりPJ-Eng補助AIとIoT的AIを組み合わせ、2つのAIをつなげるデータモデルの検討によりプロジ
ェクトマネジメントに特化したAIが開発可能

IoT的AIPJ-Eng補助AI

2つのAIが
情報共有しやすい

データモデル



Activity

PJ-Engの局面化（ユースケースとしてとらえると）
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プロジェクトマネジメント活動は大きく以下の6局面（活動目的と原理）に分割可能
⇒この局面ごとにシステム化・AI化の検討を実施中



Activity

PJ-Engの局面化（ユースケースとしてとらえると）
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Requirement
List

Project
Config

（Matrix）
OKR
検討

Response 
Plan

（Risk、
Concern）

Procedure

方
案

方
案

WBS/
Backlog

work
＆task

DSM/Disp
atching

示達

ISSUE・
Gap

Monitoring
（EVM、RM）

プロジェクトマネジメント活動は大きく以下の6局面（活動目的と原理）に分割可能
⇒この局面ごとにシステム化・AI化の検討を実施中

局面１；目的達成構造と
基準の定義

（Requirement to
Product SPEC）

局面２；どこで、
何をする

（Function
SPEC）

局面４；適任者はだれか？いつ
頃やるのが良いか？

局面５；Monitoring。手分
け作業はうまくいっている

か？

局面３；その時、
何に気を付けるべ

きか
（Function

SPEC）

局面６；変更管理
（Change Control）



2024年の活動の振り返り
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2024年日本フォーラムでの反応

全体的には高評価(93.8%)。PJ-Eng活動への興味が高い。マイナスのコメントの中
には見るべき意見も多い。

• ＡＩレベル定義は使い物になるか？

• 何故それを検討しているのかが伝わりづらく、
部外者には内容が把握しづらかった。

• あくまで研究目的で実務的ではないと感じた。

• 消化不足

• 内容も本当に実現できるの？というようなもの
も少なくなかった。

• 成果がでなかった説明や、こうしたいという思
いは伝わったが正直得るものは少なかった。

2025年は、これらのコメントに対応していきたい

33AI@Work Study Group, PMI Japan 2021 - Copyright and all rights reserved.

36.70%

57.10%

5.70% 0.50%

大変良かった 良かった 良くなかった 全く良くなかった



2025年のAI4PMの活動方針(ドラフト)

プロジェクトマネジメントを最適化するために、
AI技術の適用方法を研究する。

34©2024 PMI Japan Chapter. All Rights Reserved.

1. AIの最新状況の共有とワークショップ(試行結果共有やメンバによる試行)(WG2全体)
2. プロジェクトマネジャがAIを導入できる環境づくり、情報発信(SubA中心)
3. グローバルの状況の調査とAIレベル定義整備(SubB中心:新規)
4. 2024年成果のまとめとプロジェクト組織運営でのAI活用の研究(SubC中心)
5. AI領域におけるプロジェクトコモンデータモデルについての検討(SubD中心)
※WG2の運用にAIツールを適用し、その情報も適宜共有予定
※サブグループ分けているが、WGやAI@Work全体で横断的に検討

WG2の全体目的

2025年活動の具体的な内容



AI4PMが考える将来
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AI4PMが考える将来
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今までのプロジェクトだと、、、

ケンタくん
また仕事に追わ
れているなぁ、、

考えなければならないことが多すぎて仕
事が終わらない！！

デスマーチプロジェクトだ！

AIが、真の意味で
プロジェクトに導
入されれば、、、

AIが、必要なとき
に必要な助言や処
置をしてくれるよ
うになるんだ。

人を投入し
よう

スコープ調整
しよう

AI
AI

AI

フォローしよ
う

なるほど！プロジェクト管理の負荷が
減り、よりプロジェクトが回るように
なるんだね。

その結果、企業の生産
性も上がり、みんなが
幸せになるんだ

漫画 ©フーモア

今までのプロジェクトでは、プロジェク
ト・マネジャーやステークホルダーに負荷
がかかり、プロジェクトが失敗する確率が
高いと考えられる。

AIが必要なときに助言や処置を自動的に行
うため、プロジェクト・マネジャーやステ
ークホルダーの負荷が減り、プロジェクト
が回るようになる。

AIが真の意味でプロジェクト
に導入されれば、、、

その結果

プロジェクトの成功率上昇や企業の生産性
向上が見込め、ステークホルダーが幸せに
なる。
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プロジェクト・マネジャー・PMO

スポンサー

AI開発者
全てのステークホルダーが幸
せになるようなプロジェクト
を実施

AIによるPMの最適化

プロジェクト・メンバー

顧客

AI4PMが考える将来



本資料および動画の著作権は、PMI日本支部に帰属しています。

本資料および動画の一部分または全部を著作権者に無許可で複製、転載、

公衆送信、口述、上映、出版、頒布、貸与、編集するなどして使用

することは著作権法に反することとなります。

©2024 PMI Japan Chapter. All Rights Reserved. 38

本資料および動画の著作権について


	スライド 1: AI@Work AI4PMの活動について
	スライド 2: 発表者紹介
	スライド 3: Agenda
	スライド 4: AI4PMの活動の背景
	スライド 5: 2024年のAI4PMの活動方針
	スライド 6
	スライド 7: プロジェクトマネジメント領域におけるAIレベル定義とは
	スライド 8: プロジェクトマネジメント領域におけるAIレベル定義の構成
	スライド 9: プロジェクトマネジメント領域におけるAIレベル定義の構成
	スライド 10: AIレベル定義の必要性(AIレベル定義がない場合)
	スライド 11: AIレベル定義の必要性(AIレベル定義があると、、、)
	スライド 12: AIレベル定義の普及活動(その1)
	スライド 13: AIレベル定義の普及活動(その2)
	スライド 14: AIレベル定義の普及活動(その3)
	スライド 15: AIレベル定義の普及活動(その4)
	スライド 16: AIレベル定義の今後の方向性
	スライド 17: 【参考】PMI Infinityについて
	スライド 18
	スライド 19: PJ-Engの必要性その1(生成AIの特性の理解)
	スライド 20: PJ-Engの必要性その2(AI適用の課題)
	スライド 21: PJ-Engの必要性その3(AI適用の課題とPJ-Eng)
	スライド 22: PJ-Engとは
	スライド 23: PJ-Engはプロジェクトマネジメント活動を構造分解したフレームワーク
	スライド 24: PJ-Engはプロジェクトマネジメント活動を構造分解したフレームワーク
	スライド 25: PJ-Engフローの模式化
	スライド 26: PJ-Engフローの模式化
	スライド 27: PJ-Engフローの模式化
	スライド 28: PJ-Engから見たプロジェクトマネジメント特化AIの未来
	スライド 29: PJ-Engから見たプロジェクトマネジメント特化AIの未来
	スライド 30: PJ-Engの局面化（ユースケースとしてとらえると）
	スライド 31: PJ-Engの局面化（ユースケースとしてとらえると）
	スライド 32
	スライド 33: 2024年日本フォーラムでの反応
	スライド 34: 2025年のAI4PMの活動方針(ドラフト)
	スライド 35
	スライド 36: AI4PMが考える将来
	スライド 37: AI4PMが考える将来
	スライド 38: 本資料および動画の著作権は、PMI日本支部に帰属しています。 本資料および動画の一部分または全部を著作権者に無許可で複製、転載、 公衆送信、口述、上映、出版、頒布、貸与、編集するなどして使用 することは著作権法に反することとなります。 

